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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート束を折り曲げて製本する処理を行うシート処理装置において、
　折り曲げられたシート束の折り部を加湿する加湿手段と、
　前記加湿手段により加湿されたシート束の折り部を押さえながら折り目に沿って移動し
、シート束の折り目を強化する折り目強化手段と、
　前記折り目強化手段により折り目を強化された前記シート束の折り部を加熱する加熱手
段と、
　を備えたことを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
　前記折り目強化手段と、前記加湿手段と、前記加熱手段とをシート処理装置本体外に配
設したことを特徴とする請求項１に記載のシート処理装置。
【請求項３】
　前記加熱手段は、前記折り目強化手段を介して前記折り部に対する加熱を行うことを特
徴とする請求項１又は２に記載のシート処理装置。
【請求項４】
　前記加湿手段は、前記折り目強化手段の移動と同期して前記折り部に対する加湿を行う
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項５】
　前記加湿手段は、前記折り目強化手段と一体的に移動することを特徴とする請求項４に
記載のシート処理装置。
【請求項６】
　一旦折り曲げられた前記シート束の開こうとする力が大きくなると、前記折り部に対す
る加湿量を多くするように前記加湿手段を制御する加湿制御手段を有することを特徴とす
る請求項１ないし５のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項７】
　前記加湿制御手段は、前記一旦折り曲げられたシート束が開こうとする力に応じてシー
ト束毎に、前記折り部に対する加湿量を切り換えるよう制御することを特徴とする請求項
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６記載のシート処理装置。
【請求項８】
　前記加湿制御手段は、前記一旦折り曲げられたシート束が開こうとする力に応じてシー
ト束毎に、前記折り部に対する加湿と非加湿を切り換えるよう制御することを特徴とする
請求項６記載のシート処理装置。
【請求項９】
　前記加湿制御手段は、前記加湿手段により前記折り部を加湿する際、前記折り部の所定
範囲に対する加湿量を少なくするよう制御することを特徴とする請求項６ないし８のいず
れか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１０】
　前記加湿制御手段は、前記加湿手段により前記折り部を加湿する際、前記折り部の所定
範囲に対して加湿を行わないよう制御することを特徴とする請求項６ないし８のいずれか
１項に記載のシート処理装置。
【請求項１１】
　一旦折り曲げられた前記シート束が開こうとする力が大きくなると、前記折り部に対す
る加熱量を多くするように前記加熱手段を制御する加熱制御手段を有することを特徴とす
る請求項１ないし３のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１２】
　前記加熱制御手段は、前記一旦折り曲げられたシート束が開こうとする力に応じてシー
ト束毎に、前記折り部に対する加熱量を切り換えるよう制御することを特徴とする請求項
１１記載のシート処理装置。
【請求項１３】
　前記加熱制御手段は、前記一旦折り曲げられたシート束が開こうとする力に応じてシー
ト束毎に、前記折り部に対する加熱と非加熱を切り換えるよう制御することを特徴とする
請求項１１記載のシート処理装置。
【請求項１４】
　前記加熱制御手段は、前記加熱手段により前記折り部を加熱する際、前記折り部の所定
範囲に対する加熱量を少なくするよう制御することを特徴とする請求項１１ないし１３の
いずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１５】
　前記加熱制御手段は、前記加熱手段により前記折り部を加熱する際、前記折り部の所定
範囲に対する加熱を行わないよう制御することを特徴とする請求項１１ないし１３のいず
れか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１６】
　前記折り目強化手段により折り目が強化された折り部を除湿する除湿手段を備えたこと
を特徴とする請求項１ないし１５のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１７】
　前記除湿手段は、前記折り目強化手段の移動方向上流側で前記折り部に対する除湿を行
うことを特徴とする請求項１６記載のシート処理装置。
【請求項１８】
　前記除湿手段は、前記折り目強化手段と対向して設けられ、前記折り目強化手段と共に
前記折り部を挟持しながら除湿を行うことを特徴とする請求項１６又は１７記載のシート
処理装置。
【請求項１９】
　シート上に画像を形成する画像形成部と、前記画像形成部により画像が形成されたシー
トを製本処理する前記請求項１乃至１８のいずれか１項に記載のシート処理装置とを備え
たことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２０】
　シート上に画像を形成する画像形成部と、
　前記画像形成部により画像が形成されたシートを束にして折り曲げて製本する処理を行
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うシート処理装置と、
　前記シート処理装置を制御する制御手段と、を備え、
　前記シート処理装置は、
　折り曲げられたシート束の折り部を加湿する加湿手段と、
　前記加湿手段により加湿されたシート束の折り部を押さえながら折り目に沿って移動し
、シート束の折り目を強化する折り目強化手段と、
　前記折り目強化手段により折り目を強化された前記シート束の折り部を加熱する加熱手
段と、を有し、
　前記制御手段は、前記加湿手段の前記折り部に対する加湿量と前記加熱手段の前記折り
部に対する加熱量を制御することを特徴とする画像形成装置。
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